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概要 脱炭酸酵素 を用 いた芳香族カルボン酸の製造方法

脱炭酸酵素の逆反応を用いることで､常温 ･常圧下､高選択的かつ高収率な芳香族カル

ボン酸の製造が可能となる｡現在､様々な芳香族カルボン酸への応用や最適反応条件を

検討 している｡
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概要 クエン酸生産糸状菌を利用した工業的な有用物質の生産 
A ger
性の向上を検討 している｡ さら(=遺伝子工学や代謝工学 を応用 し､TCA回J路周辺の各種

有機酸に関する代謝改変を行い､シュウ酸をはじめとした新 しい有機酸の生成も検討 し

ている｡
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/n におけるクエン酸生産機構 を代謝系 ･呼吸系 ･輸送系から解析 し､クエン酸生産

0%7〉H2C-COOH ･柑橘類の主な酸味 高収率
-◆◆ 生産量 約160万 トン/年 (2006)
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梅素環/多職芳香族化合物のi

石油からの複素環硫黄化合物の除去

&原油汚染土壌修復のためのバイオレメディエーション
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概要 微生物 を用 いた複素環および多環芳香族化合物の高効率な分解 ･除去方法

石油中の芳香族化合物(複素環硫黄化合物や多環芳香族化合物など)を効率的に分解でき､

硫黄酸化物 (sox)の排出軽減効果や原油汚染土壌修復への応用が期待されるC

応用 / 1.石油精製:未脱硫及び水素化脱硫後の軽油から難除去性複素環有機硫黄化合物を除去 

2.バイオレメディエー ション :原油汚染土壌の修復

>芳香族化合物 :複素環硫黄化合物 & 多項式芳香族化合物

ジベンゾチオフェン(DBT)ナフ トチオフェン (NTH) ピレン フェナン トレン

棲兼環硫黄化合物 多環芳香族化合物

>芳香族化合物分解微生物 
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DB脱硫微生物 :Myoatru heWUI12 B c/u ut/s S2 )T cbcejmp/l F )/ ailssbjiWUI B3

NTH脱硫微生物 :Rhodococcussp.WU-K2R4)

ピレン分解微生物 :Psuo ra eulJS - 21edmoJSargrOaWUHAO0

>脱硫処理例 :M.ph/eiWU-0103による直留軽油の脱硫 l)

脱硫処理後 
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直留軽油中の硫黄化合物量 (GC-FPDクロマ トグラフ分析結果) 
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